
▲富士禅定道中附(富士山頂部分)［東諸
川鈴木家文書］

谷
宿
に
宿
泊
し
ま
す
。

　
翌
10
日
、
下
練
馬
村(

現
練
馬
区)

か

ら
富ふ

士じ

道み
ち

に
入
り
田た

無な
し

町(

現
西
東
京

市)

、
甲
州
街
道
府
中
宿(

現
府
中
市)

を
通
り
、日
野
宿(

現
日
野
市)

泊
ま
り
。

11
日
、
高
尾
山
薬や

く

王お
う

院い
ん

に
参
詣
後
、
小

仏
峠
を
越
え
、
上
野
原
宿(

現
山
梨
県

上
野
原
市)

泊
ま
り
。
12
日
、
大
月
宿

(
現
大
月
市)

か
ら
富
士
道
に
入
り
、
谷

村
町(
現
都つ

留る

市)

泊
ま
り
。
そ
し
て
13

日
に
目
的
地
の
吉
田(

現
富
士
吉
田
市)

の
御お

師し(
祈き

禱と
う

・
宿
泊
な
ど
の
世
話
を

す
る
神
職)
宅
に
到
着
。
富
士
山
に
は

14
日
に
登
り
始
め
、
八
合
目
の
小こ

猿ざ
る

屋や

の
室む

ろ

に
泊
ま
り
、
翌
15
日
、
つ
い
に
山

　
富
士
山
は
、
古
来
よ
り
富
士
信
仰
の

対
象
で
あ
り
、
多
く
の
史
跡
や
芸
術
作

品
創
作
の
源
泉
と
な
る
景
観
を
有
し
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、
平
成
25

年
６
月
。
そ
し
て
約
10
年
が
過
ぎ
た

今
、
マ
ナ
ー
違
反
、
軽
装
登
山
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

富
士
山
と
不
二
孝(

道)

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
先
日
の
午
前
中
に

富
士
山
を
３
つ
も
登
頂
し
ま
し
た
！

　

と
い
っ
て
も
古
河
公く

方ぼ
う

公
園
の
隣

と
、
群
馬
県
館
林
市
に
2
カ
所
あ
る
富

士
山
。
こ
れ
ら
は
「
富ふ

士じ

塚づ
か

」
と
い

う
、
富ふ

士じ

講こ
う

の
人
々
が
造
っ
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
版
富
士
山
で
す
。

　
富
士
講
は
江
戸
時
代
、
江
戸
を
中
心

に
関
東
で
流
行
し
た
民
衆
信
仰
で
、
富

士
信
仰
の
神
で
あ
る
仙せ

ん

元げ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

を
崇

拝
す
る
こ
と
で
、
家
内
繁
栄
、
病
苦
退

散
と
説
き
ま
し
た
。
そ
の
一
派
で
あ
る

不ふ

二じ

孝こ
う(

道ど
う)

は
、
鳩は

と

谷が
や

宿じ
ゅ
く(

現
川
口
市)

の
小こ

谷た
に

三さ
ん

志し

が
創
始
し
、
そ
れ
ま
で
の

富
士
講
が
加か

持じ

祈き

祷と
う

が
中
心
で
あ
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ
、
富
士
の
神
に
報
い

る
た
め
親
孝
行
・
家
業
精
励
・
質
素
倹

約
や
人
助
け
な
ど
、
日
常
的
な
倫
理
と

道
徳
の
実
践
を
説
き
、
多
く
の
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

松
蔵
の
富
士
登
山
へ
の
旅

　
文
政
11(

１
８
２
８)
年
６
月
、
不
二

孝
の
熱
心
な
信
者
だ
っ
た
諸
川
新
田

(

現
東
諸
川)

の
鈴
木
松ま

つ

蔵ぞ
う

は
、
講
仲
間

６
人
と
富
士
登
山(

登
拝)

の
旅
に
出
ま

し
た
。
６
月
８
日
に
出
発
し
、
同
月
21

日
に
帰
宅
す
る
ま
で
の
13
泊
14
日
に
わ

た
る
旅
の
様
子
は
、
松
蔵
が
記
し
た

「
富ふ

士じ

禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

道ど
う

中ち
ゅ
う

附づ
け

」
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
９
日
、
境
町
で
集
合
し
た
松
蔵
一
行

は
、
日
光
道
中
越
谷
宿(

現
越
谷
市)

、

日
光
御お

成な
り

街
道
鳩
ケ
谷
宿
と
現
在
の
埼

玉
県
を
斜
め
に
南
下
。
こ
の
日
は
鳩
ケ

頂
へ
到
達
。
そ
れ
よ
り
下
山
し
、
同
日

中
に
吉
田
の
御
師
宅
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
様
子
は

　
松
蔵
は
日
記
で
富
士
山
の
様
子
や
気

候
に
つ
い
て
「
は
だ
か
山
・
焼や

き

砂じ
ゃ

利り

」

「
六
合
目
、
霧
深
く
、
冷
気
は
幸こ

う

島じ
ま

に

て
八・九
月
の
陽
気
」「
六
合
五
勺し

ゃ
く

に
て

土ど

手て

羅ら

を
着
」「
七
合
目
の
頃
は
霧
晴

れ
て
大
西
風
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

帰
路
は
16
日
昼
時
に
御
師
宅
を
出

発
、
山
中
湖
を
見
物
し
、
竹た

け

之の

下し
た(

現

静
岡
県
小お

山や
ま

町ち
ょ
う)

か
ら
矢や

倉ぐ
ら

沢ざ
わ

往お
う

還か
ん

で

足あ
し

柄が
ら

峠
を
越
え
、
18
日
大
山(

現
神
奈

川
県
秦は

だ

野の

市)

、
19
日
江
ノ
島
・
鎌
倉

(

長
谷
寺
・
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど)

、
20
日

江
戸(

芝し
ば

増ぞ
う

上じ
ょ
う

寺じ

・
愛あ

た

宕ご

神
社)

へ
回
り

参
詣
。
21
日
22
時
、
諸
川
新
田
の
自
宅

に
戻
り
ま
し
た
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
富

士
登
山
を
除
き
、
移
動
距
離
約
１
０
２

里(

約
４
０
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

。

　

三
和
資
料
館
で
は
12
月
21
日
㈰
ま

で
、
館
蔵
資
料
展
「
古
文
書
で
み
る
東

諸
川
鈴
木
家
～
大お

お

戸ど

新
田
・
成
田
新

田
、
そ
し
て
不
二
道
信
仰
～
」
を
開
催

中
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

三
和
資
料
館
学
芸
員
　
白
石
謙
次

▲鴻巣富士塚頂上の模造富士

　
諸
川
新
田
の
鈴
木
松
蔵
、

　
　
　
　
　
　
　
富
士
登
山(

登
拝)

へ
旅
す
る

共和電設とねミドリ館

　私たちがおやすみと言った
あと、動きだすのは－。コウ
テイペンギン、花火、オーロ
ラ、ホタル、天の川、創造の
柱、バオバブの木…。人々が
眠りにつく頃、暗闇の中で輝
き始める、本当のお話を紹
介。アート×自然科学×えほ
ん。

出版社…世界文化社

【児童書/自然科学】
おやすみのあとで

アニタ・ガネリ　文

【児童書/読み物】
おばけ村のスーパードクターG

藤真
ま

知
ち

子
こ

　作

　金利を引き上げるべき? 　
消費税は減税すべき?　 原発
は廃止した方がいい? 　社会
保障の財源は誰に求めたらい
い? 　東大名誉教授が物語と
対話形式を通じて、複雑な経
済を分かりやすく、そしてリ
アルに解説。

出版社…高橋書店

　ひょんなことからおばけた
ちのお医者さんになった、町
の新米お医者さんのゴーさ
ん。ゴーさんはその日から大
忙しです。人間の環境汚染が
おばけたちを苦しめていて
…。コミカルな物語を通し
て、SDGsを考える一冊。

出版社…ポプラ社

　「世界探偵委員会連盟」に
所属する「わたし」は、ある
日突然、探偵事務所兼自宅の
部屋に帰れなくなった-。“帰
れない探偵”が激動する世界
を駆け巡る、全く新しい探偵
小説。『群像』など掲載を加
筆修正し単行本化。

出版社…講談社

【一般書/小説】
帰れない探偵

柴
し ば

崎
さ き

友
と も

香
か

　著

【一般書/経済】
知らなかったでは済まされな
い経済の話

井堀利宏　著

　
　私たち力善柔道クラブでは、幼児から成年まで幅広い年代
の道場生が柔道を通して鍛錬修養しています。
　地域クラブ化にもいち早く対応し、中学生クラスは全国大
会や関東大会で活躍中です。
　道場生は年間を通して募集しています。詳細は、力善柔道
クラブのブログをご覧ください。

(柔道)
力善柔道クラブ

チームデータ

▼活動日・場所
月・木曜日：総和中学校(19時
30分～21時30分)、水曜日：三
和中学校(19時30分～21時30
分)、土曜日：イーエスはなもも
体育館(13時～16時)［クラスに
よって時間が異なります］
▼問
杉村圭介
℡090-3688-3544
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